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ステッパの認定基準及び基準確認方法 
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製品安全協会 

  



 

 

 この認定基準及び基準確認方法は、消費生活用製品安全法に基づき設立された製品安全協

会が以下の安全管理委員会専門部会において作成し、ガットスタンダードコード及び

「貿易の技術的障害に関する協定(WTO/TBT 協定)附属書３.任意規格の立案、制定及び

適用のための適正実施規準(CGP)に基づく海外通報手続きを経た上で、通商産業大臣承

認を受けて制定された製品安全基準とその評価方法である。この認定基準及び基準確認

方法は、適合性評価手続き(ＳＧマーク制度)の適用を受ける。 

この認定基準及び基準確認方法は、電気用品取締法、 製造物責任法等のいかなる他法令の

適用も除外するものではない。 
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ステッパの認定基準及び基準確認方法 

 

1.基準の目的 

  この基準は、ステッパの安全性品質及び消費者が誤った使用をしないための必要事項を定め、一般

消費者の身体に対する危害防止及び生命の安全を図ることを目的とする。 

 

2.適用範囲 

  この基準は、一般家庭で使用する健康の維持及び増進を目的とした据置式のステッパ(以下「ステ

ッパ」という)について適用する。 

  なお、スポーツジム等の施設用、各種厚生施設用及び医療用は除く。 

 

3.安全性品質 

 ステッパの安全性品質は、次のとおりとする。 

項  目 基  準 基準確認方法 

１.外観及び構

造 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.ステッパの外観及び構造は次のとお

リとする。 

 

(1) 身体が触れる部分には、先鋭部、

ばり、とがり等がないこと。 

 

 

(2) 外部に現れるボルト・ナット、リ

べット、溶接部等の先端は著しく

突き出していないこと。 

 

(3) 組立式のものにあっては、組立て

は容易で、かつ確実に組み立てら

れること。 

 

 

(4) ステップの幅は〇以上であること

。 

 

(5) 可動部に身体や手指等が挟まれる

ことがないこと。 

 

１. 

 

 

 

 

 



 

 

 

項  目 基  準 基準確認方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) ステップの連動駆動にワイヤロープ

を用いるものにあっては、ワイヤロ

ープは樹脂等によって被覆されてい

るか、またはカバー等で覆われてい

ること。 

  

 

 

 

 



 

 

 

項  目 基  準 基準確認方法 

２.強度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.ステッパの強度は、次のとおりと

する。 

 

(1) ステップの強度試験を行ったとき

破損、変形及び使用上支障のある

異状がないこと。 

２. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

項  目 基  準 基準確認方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.耐久性及び

温度上昇 

 

 

 

(2) ハンドルまたは手すりを有するも

のにあっては、ハンドル部の強度

試験を行ったとき、破損、変形及

び使用上支障のある異状がないこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.耐久試験を行ったとき、各部に破

損、変形及び使用状支障のある異状

がないこと。また、手を触れること

ができる部位は、〇以上にならない

こと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

項  目 基  準 基準確認方法 

４.材料 

 

 

５.付属品 

 

 

 

 

４.耐食性材料以外の金属材料は、防せ

い処理が施されていること。 

 

５.付属品は、使用上の安全性を損なわ

ないものであること。 

 

 

 

 

 

 

 

4.表示及び取扱説明書 

 ステッパの表示及び取扱説明書は次のとおりとする。 

項  目 基  準 基準確認方法 

１.表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.ステッパには、容易に消えずかつはがれ

にくい方法で次の事項を表示すること。 

  ただし、(3)及び(5)は、使用時に特に目

につきやすい箇所に大きな文字でその趣

旨を表示し、(6)及び(7)は購入時に消費

者にわかるよう、表示されていること。 

  なお、その製品に該当しない事項は省略

してもよい。 

 

(1) 申請者(製造業者、輸入業者等)の名称

またはその略号 

 

(2) 製造年若しくは輸入年、またはその略 

号。 

 

(3) 家庭用の表示 

 

(4) 使用前に取扱説明書に記載される使用

方法を必ず読み、適正な使用方法をす

ること。 

(5) 無理をせず、身体に変調があったら、

すぐに使用を停止すること。 

 

 

 

 

 



 

 

 

項  目 基  準 基準確認方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.取拔説明書 

 

(6) 健康の維持・増進を目的とした製

品であるため、事前に医師に相談

する必要がある場合、必ず相談し

てから使用する旨。 

 

(7) 使用者の制限体重 

(8) 駆動ストッパ部への足指等の挟み

込みに注意すること。 

 

(9) 油圧シリンダは熱くなることがあ

る旨 

 

２.製品には、次に示す主旨の取扱上の

注意事項を明示した取扱説明書を添

付すること。 

  (1)は取扱説明書の表紙等の見やす

い箇所に示し、(5)～(8)は図を併記

すること。 

   (4)、(9)～(12)は安全警告標識等を

併記するなどしてより認知しやすい

ものであること。 

  なお、その製品に該当しない事項は

省略してもよい。 

 

(1) 取扱説明書を必ず読み、保管する

こと。 

 

(2) 家庭用であるため、学校、スポー

ツジム等、不特定多数の使用者に

よって使用しないこと。 

 

(3) 使用者の制限体重 

    例：〇kg以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

項  目 基  準 基準確認方法 

 (4) 健康の維持・増進を目的とした製

品であり、事前に医師に相談する

必要がある場合、及び家庭内リハ

ビリ用に使用する場合は、必ず医

師に相談してから使用すること。 

 

(5) 各部の名称 

 

(6) 部品の構成 

 

(7) 組立・分解方法 

 

(8) 調節・調整方法 

 

(9) 子どもが遊具として使用しないこ

とを保護者の責任で注意すべきで

あること。 

 

(10)設置上の注意 

  ①使用中の運動領域を十分確保でき

る場所に設置すること。 

  ②水平で堅い床面上に設置するこ

と。 

 

(11)使用上の注意 

  ①ワイヤロープがささくれて、断線

している場合は、それが 1箇所で

あっても製造元等に連絡して交換

等すること。 

  ②用途(所定の使用方法)以外の使用

を行わないこと。 

  ③同時に2人以上で使用しないこと。 

 ④使用前には締結部にゆるみがない

か確認し、あった場合は締め直し

てから使用すること。 

 ⑤身体に変調があったら、すぐに使

用を停止すること。 

  

 

 



 

 

 

項  目 基  準 基準確認方法 

 

 

 

 

 ⑥使用によって負荷機構部(油圧シリ

ンダ)の温度が上昇するため、所定

の運動時間(許容連続使用時間を明

示すること)を目安に運動するこ

と。  

 ⑦ハンドルには、もたれかからない

こと。 

 

(12)保管方法及び保管上の注意 

 ①使用しない場合は、別の用途に使

用しないよう注意すること。 

 ②屋内用であるため、腐食等による

機能不良を起こし得るため、屋外

に放置または保管をしないこと。 

 

(13)ＳＧマーク制度は、ステッパの欠

陥によって発生した人身事故に対

する補償制度である旨。 

 

(14)製造業者、輸入業者、販売業者等

の名称、住所及び電話番号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

【参考付図】 
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負荷構造部（油圧シリンダ） 負荷調節部 

１．ステッパ 

２．ハンドル/手すり付きステッパ 

表示メータ 

負荷構造部 

（油圧シリンダ） 
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